
IV. 埋蔵文化財展・埋蔵文化財講演会の記録
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▲「埋文金魚ニュース」

平成26年度　埋蔵文化財展等の活動について

１　目的と概要
愛知県埋蔵文化財センターの発掘調査により出

土した資料を広く公開するとともに、歴史講座や
体験プログラムなど多彩な企画を通じて、県民の
埋蔵文化財に対する理解を深め、文化財保護意識
の向上を図ることを目的とした。

2014年度は、春に新出土品展、夏に施設公開と
子供向け講座、秋に連続歴史講座・体験発掘・考古
学セミナーを実施した。

2　埋蔵文化財新出土品展
　１）会場：愛知県埋蔵文化財調査センター

２）会期
　 平成26年4月5日（土）から4月20日（日）
３）展示会名
　新出土品展  「やとみ新発見展！」
４）開催趣旨

弥富市にある「愛知県埋蔵文化財調査センター」
にて、「やとみ新発見展（しんはっけんでん）！」と
題して、昨年度の発掘調査成果について、展示解
説を実施。入館無料。
５）内容
　○埋文桜ニュース発行
　○展示
　２階 資料管理閲覧室
　　「考古楽さんぽ」展
　　　　―尾張国の城下町と街道―
　２階 収蔵庫C　
	 「新出土品展2014」
	 「土器クロニクル」展	

　　１階 ロビー　２階 廊下 パネル展示
　配布資料：埋文桜ニュース（遺跡の概要説明）
	 　　ペーパークラフト（パレス土器）
	 　　遺跡の紹介しおり
＊全期間中の来館者：1,316名
6)考古楽縁日

開催日初日２日間は、弥富市社会教育センター
で「やとみ春まつり」が開催されるのに合わせ、埋
蔵文化財および当センターの活動を周知する目的
で「考古楽市2014」を実施。

○縁日品目
弓、輪投げ、水風船、鯨面体験、写真撮影
＊縁日参加者数：1,008名

　7）その他
外部より開館していることがわかるよう、布製

の垂れ幕や、ノボリを多数設置。また「やとみ春ま
つり」会場にて、チラシの配布を行う。また、調査
センター入り口付近においても、チラシの配布を
行った。

同期間中、愛知県埋蔵文化財調査センターが国
指定重要文化財である「朝日遺跡」の遺物を臨時に
展示。その件について、4月4日中日新聞（愛知県内
版）、４月17日朝日新聞（県内版）に記事が掲載され
る。4月19日（土）・20日（日）は、センター近隣で祭
礼が行われた。

2014春の埋文展　入館者数	
	 	 入館者数
	 4月５日（土）	 472
	 4月６日（日）	 536
	 4月７日（月）	 44
	 4月８日（火）	 16
	 4月９日（水）	 15
	 4月10日（木）	 20
	 4月11日（金）	 24
	 4月12日（土）	 （休館）
	 4月13日（日）	 （休館）
	 4月14日（月）	 14
	 4月15日（火）	 12
	 4月16日（水）	 11
	 4月17日（木）	 23
	 4月18日（金）	 24
	 4月19日（土）	 54
	 4月20日（日）	 51
	 合計	 1,316

▲「埋文桜ニュース」
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▲子供向け講座１ ▲バックヤードツアー

▲連続歴史講座レジュメ

3　施設公開および子供向講座
1）会場：愛知県埋蔵文化財調査センター
2）会期
　平成26年7 月23 日（水）から8 月29 日（金）
　日時：9 時から16 時
　休館日：日曜日、7/26（土）、8/2（土）、23（土）
３）開催趣旨

夏休み期間中に、センターの事業紹介を目的
に、体験イベント等を行う。

４）内容

　全て参加費無料。
○金魚ニュース発行　
○バックヤードツアー＆展示解説
　内容：日常の業務の紹介と展示解説
　会場：全館
　日時：隔週水曜日（7/23,8/6,8/20）
　　午前11 時から　合計３回
　＊総参加者数9 名
○毎日体験メニュー（体験事業）
　日時：公開日9 時から16 時

▲鯨面体験コーナー ▲射的
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	 	 子供数	 大人数	 自主イベント	 団体	 　　展示のみ
	 7月23日(水)	 	 8	 バックヤード 　4名	 	 4
	 7月24日(木)	 1	 6	 	 	 7
	 7月25日(金)	 	 1	 	 	 1
	 7月26日(土)	 -	 10	 	 新清須会議準備会　10名	 -
	 7月27日(日)	 -	 -	 -	 -	 -
	 7月28日(月)	 	 7	 	 	 7
	 7月29日(火)	 	 1	 	 	 1
	 7月30日(水)	 2	 8	 	 	 10
	 7月31日(木)	 	 10	 	 	 10
	 8月1日(金)	 	 1	 	 	 1
	 8月2日(土)	 -	 -	 -	 -	 -
	 8月3日(日)	 -	 -	 -	 -	 -
	 8月4日(月)	 	 3	 	 	 3
	 8月5日(火)	 	 1	 	 	 1
	 8月6日(水)	 4	 6	 バックヤード 　0名	 	 10
	 8月7日(木)	 	 37	 	 海部地区教員研修　31名	 6
	 8月8日(金)	 	 25	 	 岡崎高校　17名	 8
	 8月9日(土)	 2	 2	 こども講座1　 4名	 	
	 8月10日(日)	 -	 -	 -	 -	 -
	 8月11日(月)	 	 2	 	 	 2
	 8月12日(火)	 	 	 	 	
	 8月13日(水)	 	 	 	 	
	 8月14日(木)	 	 6	 	 	 6
	 8月15日(金)	 2	 5	 	 	 7
	 8月16日(土)	 5	 1	 こども講座2　 4名	 	 2
	 8月17日(日)	 -	 -	 -	 -	 -
	 8月18日(月)	 	 4	 	 	 4
	 8月19日(火)	 1	 7	 	 	 8
	 8月20日(水)	 	 9	 バックヤード 　5名	 	 4
	 8月21日(木)	 	 19	 	 サマーセミナー　18名	 1
	 8月22日(金)	 	 2	 	 	 2
	 8月23日(土)	 -	 -	 -	 -	 -
	 8月24日(日)	 -	 -	 -	 -	 -
	 8月25日(月)	 	 2	 	 	 2
	 8月26日(火)	 	 2	 	 	 2
	 8月27日(水)	 	 3	 	 	 3
	 8月28日(木)	 	 4	 	 	 4
	 8月29日(金)	 	 1	 	 	 1
	 小計	 17	 193	 17	 76	 117
	 合計	 　	 210名　　　	

夏のイベントの入館者数 内容：遺跡の調査にともな
う環境復元の方法を解
説する。中でも珪藻につ
いて詳しく学び、現生の
珪藻の観察を行う。

　　＊参加者数４名
○展示

会場：収蔵庫C
春の新出土品展を継続。公開
期間中のみ、遺跡紹介の音声
付き画像webコンテンツを
作成し、QR コードでアクセ
スするパネルを設置。紹介遺
跡数は６件。

（アクセス総数：2,233件）
５）総参加者数：210名
６）その他

　イベントの開催通知は、春
のイベント資料に掲載のほか
は、web上で告知した。地域
のコミュニティーFM局に弥
富市商工観光課の紹介で出演
し、イベント告知を行った。

3　連続歴史講座「食と器」
1）会場：愛知県埋蔵文化財調査セン
ター　
　　　　２階研修室
2）開催趣旨

発掘調査で得られた最新の情
報を、テーマ毎に解説する一般
向け講座。

３）内容
　全て参加費無料。午前10 時から
12 時。

　・10 月11 日（土）　歴史講座「食と器1」
　　『お米を食べ始めた頃の厨房器具』
　 講師：永井宏幸　＊参加者数12名
　・10 月25 日（土）　歴史講座「食と器2」
　　『尾張国府と奈良・平安時代の食器』
　 講師：永井邦仁　＊参加者数15名
　・11 月　8 日（土）　歴史講座「食と器3」
　　『中世調理具事情—「擂鉢」と— 』
　 講師：武部真木　＊参加者数12名
　・11 月22 日（土）　歴史講座「食と器4」
　　『江戸時代のセレブな食塩』
 　 講師：松田　訓　＊参加者数12名
４）その他
 　講座資料として、12頁のカラーリーフレットを
作成し配布した。各講座の出席者には、関連する
遺物のペーパークラフトを配布。４講座全ての出
席者には、エコバックを配布。
　歴史講座の開催にあたり、近隣地区に弥富市商
工観光課を通じ、回覧板を200部提出。９月下旬か
ら10月上旬にかけて回覧実施。回覧による参加者
は数名確認できた。

　会場：２階吹き抜け
　内容：＊土器の接合　＊黥面体験
　 ＊ペーパークラフト作成
　＊円窓付土器の使用法投稿掲示板設置
　→投稿された絵の内、公開の許可が確認でき
たものををweb上に公開。
　（特設ページアクセス数：523件）
○こども講座「考古ラボ」
　対象：小学校高学年以上。事前申込。
　・第１回　「ムカシの食物をさぐる」
　　日時：８月 9 日（土）午前
　　会場：収蔵庫Cほか

講師：川添和暁　
内容：遺跡から出土する骨や貝などから、

食事の内容を想像する。また出土遺物
に付けられた模様を貝を用いて付けら
れていることを観察し、実際に年度に
その模様をつける体験を実施。

　　＊参加者数４名
　・第２回　「ムカシの環境をさぐる」

日時：８月16 日（土）　午前
会場：分析室ほか
講師：鬼頭　剛
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第３回 考古学セミナー「あいちの考古学2014」の記録
　今年で３回目の考古学セミナー「あいちの考古学」は、愛知県内外で活動する県・市町村教育委員会、
財団法人、大学、特定非営利活動法人（NPO）、民間調査組織、研究グループなどが一同に会して、考古学
に関係する研究成果を一般県民に公開し、情報を共有するため開催している。１回目は愛知県陶磁資料
館（現愛知県陶磁美術館）、２回目は弥富市社会教育センターで開催し、回を重ねるたびに注目されるよ
うになってきた。今年の「あいちの考古学2014」は名古屋市博物館・名古屋市見晴台考古資料館との共催
で２日間にわたり口頭発表、セッション、ポスターセッションをおこなった。
　今回は、参加者の協力により、ポスターセッションの会場で考古資料を一部について直接触れてもら
うことができた。今後も、興味深い調査研究の成果や最新の話題を広く募集し、県民に親しみやすく楽
しい内容を提供していきたいと考えている。

　1)主催：愛知県埋蔵文化財センター・名古屋市博物館・名古屋市見晴台考古資料館
　2)日時：平成２６年11月29日（土）午後１時から午後４時、11月30日（日）午前10時から午後４時
　3)会場：名古屋市博物館　講堂（口頭発表・セッション・講演）・展示説明室（ポスターセッション）

4)参加者数　11月29日（土）　157名	 11月30日（日）　190名	 合計347名

プレゼンテーション（田原市教委清水俊輝） セッション１（29日）

セッション２（30日）基調講演（京都府立大菱田哲郎）

ポスターセッション会場（展示説明室）朝日遺跡写真展（展示説明室）
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